なごや環境活動賞環境首都づくり貢献部門申込書
平成23年8月1日
（あて先）名古屋市長
　
　　　　　　　　　　　　　　　　住所　名古屋市中区三の丸三丁目１番１号
申請者　　
 　○○○○
氏名  代表取締役　名古屋太郎　　　印
（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名）
なごや環境活動賞実施要領第４の１の規定により、次のとおり申し込みます。
１　応募者の概要
	フ　リ　ガ　ナ
名　　称
	‐‐‐‐
○○○○

	フ　リ　ガ　ナ
代　表　者　名
	ﾅｺﾞﾔﾀﾛｳ
名古屋太郎
	従業員
又は
会員数
	100名

	連絡先
	住所（所在地）
	〒460-0000
名古屋市中区三の丸三丁目１番１号

	
	フ リ ガ ナ
担　当　者
	ﾅｺﾞﾔﾊﾅｺ
名古屋花子

	
	電 話 番 号
F A X 番 号
	０５２－９７２－××××
０５２－９７２－○○○○

	
	E－mail
	△△@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp


２　活動の概要
	活動名
	自然共生まちづくりプロジェクト

	目的
（趣旨）
	都市のマンションに暮らしながら、自然と触れ合い、環境に配慮したライフスタイルを実現する

	内容
	具体的な取組の内容について、その概要を「募集案内」に記載している「評価項目」および「環境首都づくりに向けた課題」との関係が分かるように簡潔に記述してください。

	
	★都市の緑化に貢献する設計のマンションに、住民参加により運営される水田を取り入れました。

①実績・効果
敷地内に在来種の樹木を配置することで、都市の緑化に貢献するとともに、緑陰を形成しヒートアイランドを抑制している。また、住民参加の水田を設けることにより、生物多様性の向上に貢献し、住民の環境配慮に対する意識を高めている。

②波及性

「緑化」、「水田」という分かりやすい形で自然共生を実現しており、訪れた方にも関心を持ってもらえる。
③先進性・独創性

植栽した草木はすべて在来種とし、健全な生態系を保全している。

農業を取り入れた都市生活の新しいスタイルを提案している。
④協働性
住民参加の水田が、農を活かしたコミュニティづくりに貢献している。また、地域住民も参加できる環境学習の場としての活用が期待できる。


（第１号様式）





記入例








